
都城市民会館：傷だらけの市民会館（その 1） 

メタボリズム、菊竹清訓、残る部分、変わる部分、謎、問題点 

 今年で四年目を迎えた都城の生活で、最も私の興味をそそった建築、それはもち

ろん菊竹清訓氏の設計した都城市民会館である。あの乳母車のホロのような、シュ

ロの葉のような、またヤマアラシのような鉄の屋根は周囲を威圧し、これに接した

多くの者は「よくもここまで」と、見果てぬ夢を見たような気持になる。しかし、

一方では、雨漏りがした、グロテスクなだけだ、という批判の声も聞かれる。私は、

建築を少しは知っているつもりなので、この対立する評価をどう説明したらいいも

のだろうか、と考えた。そして、とにかく中へ入ってみたい、外から見ただけでは

わからない、と、その時まで思考を一時中断することにした。 

都城市民会館：傷だらけの市民会館（その 1）現代建築再訪 週刊建設ニュース 1976 年 3 月 

 
（その 2）週刊建設ニュース 1976 年 4 月：Miyakonjo-2.pdf 
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